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住まいにおける食器に対する意識調査

　　　　奈良女大家政　○橋本佳代　久保博子磯田憲生梁瀬度子

　【目的】食器の研究としては、これまでに所有品目等を把握するための研究はなされ、そ

れによると種類や量に関しては家族構成や年代よりも主婦の生活意識が大きく影響を与え

ているという結果が得られている。そこで、本研究では人間の側からアプa ーチした調査

を行い、主婦の意識の上で住生活における食器の位置付けがどの様であるかを求め、今後

の食事空間のあり方を探る。

　【方法】奈良市内を中心に、主婦を対象とし。質問紙。自記式。留置法によるアンケート

調査を行った。調査期間は19 92年８月2 U

内容は属性、生活意識及び行動、食器に対する意識（関心度、機能に対する考え方、嗜好

等）および使用実態についての質問項目からなる構成とした。

　【結果】食器に関心があると答えた人は全体の約9割を占めた。「室内装飾に工夫を凝ら

す方」と答えた人の内5 2.2%、「料理をするのは好き」では４ 6.9％の人から、食器

に対し「非常に関心ある」という回答を得ており、これらの結果はX2検定においても高

水準の有意差が認められた。更に、数量化第II類を用い食器に対する関心度に与える要因

を分析した結果においても、これらの項目は高得点を示し、生活行動や意識が影響を及ぼ

していることが明らかとなっている。また、住まいに対して「機能性を重視する」と答え

た人は。食器に対しても「使い易さを重視する」という傾向があるなど、住まいと食器に

対して求められるものには共通性が見出せる。生活意識の高い人ほど食器に対する意識が

高く。そのような人は食器の道具としての面だけでなく、インテリア性をも認識している

といえる。

2 la-6 住まいとアレルギ漣m旅こ仙ての一考察

大阪教育大　　岸本幸臣

　目的　国民の生活の内容が急速に変化する中で、アレルギー性疾患の発生も急増してい

る。特に幼児期におけるそれは人格形成面にも影響を与えるとみられ、原因究明と対策の

確立が急がれる。今回は住まいや住み方とアレルギー性疾患との関わりを考察してみた。

　方法　兵庫県伊丹保健所で実施されている, 4ヶ月検診と３才児検診の受診者の母親を

対象に、アンケート調査を実施した。調査期間は平成４年10月～平成５年１月で、有効回

収票は現時点で565票（4ヶ月児274票■ 3才児291票）である。

　結果　（対象世帯の住宅条件）住宅構造はRC造が約60％で住宅形式も低層住宅が約60

％を占めている。平均居住年数は11.1年とやや長く平均床面積は62.7m^平均室数3.6室

であった。（アレルギー性疾患）アレルギーを訴える児童は全体の約20％であるが、年齢

差が顕著で、４ヶ月児では7.7％と低率なのに対して、母体の免疫効果が期待できない３

才児では29.2％と高率になっている。　また。喘息やアトピーの発生については、住まい

や住み方との関わりが指摘できる。喘息の発生に関しては室内空気の換気状態との関連を

示唆しており、気密性の高い高層住宅や高層階居住者に発生率が高い。また、居室の窓の

開閉頻度やその結果としての通風換気の多少、あるいは室内での喫煙の有無との関わりが

指摘できる。更に、アトピーの発生に関しては、室内衛生状態との関わりが認められ、一

日の居室の清掃回数や住宅内のカビの発生状態、あるいは屋内壁面の仕上げ材質との関連

が顕著であった。（尚、本調査は兵庫県伊丹保健所と大阪教育大学住居学研究室の共同研

究として実施しているものである。）
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